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「花のリース」手芸
村上　榮さん（有漢町上有漢）

作品の募集について

サ
サ
ユ
リ
（
川
上
町
仁
賀　

中
筋
地
区
）

〈
解
説
〉

　

サ
サ
ユ
リ
は
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
サ
サ
に

似
た
葉
が
特
徴
。
中
部
地
方
以
西
に
自
生
す

る
が
、
山
の
荒
廃
に
よ
り
近
年
急
速
に
減
少

し
て
い
る
。

　

写
真
は
同
所
の
亀
石
辰
巳
さ
ん（
P　

で
23

紹
介
）の
所
有
地
で
、標
高
３
５
０
�
の
北
向

き
の
斜
面
に
約
１
５
０
本
が
群
生
。
高
さ
１

�
前
後
の
茎
の
先
に
１
〜
５
個
の
花
が
咲

き
、
中
に
は
１
本
の
茎
か
ら
７
個
咲
い
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

「信州大町にて」油絵
江草　昌平さん（落合町阿部）

「五月人形」切り絵
西本　ヒデコさん（高倉町田井）

「花台」工芸
前原　隆二さん（備中町布賀）

「花菖蒲」切り絵
鈴江　鶴子さん（高倉町田井）



平成１8年（２００6）6月��

六
頃
）
に
八
か
村
を
上
げ
、
各
村
ご
と
に
石
高
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。幕
末
の
「
天
保
郷
帳
」（
一
八
三
四
頃
）
で
は
、
古
瀬
八

川
、
柳
分
、
片
岡
、
宮
瀬
、
六
名
の
各
村
の
石
高
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

柳
分
村
は
八
川
村
の
一
部
と
柳
分
村
に
あ
た
り
、
松
山
藩

領
で
、 

楮 
が 
御  
留  
楮 
（
領
主
の
直
営
林
）
と
し
て
指
定
さ
れ

こ
う
ぞ 

お 

と
め 

こ
う
ぞ

て
い
ま
し
た
。
塩
坪
に
は
市
場
が
発
達
し
、
街
村
を
形
成
し

ま
し
た
。
家
数
一
一
〇
軒
、
人
数
四
九
三
人
（「
備
中
誌
」）

と
あ
り
ま
す
。
宮
瀬
村
は
片
岡
村
の
西
、
和
名
谷
、
園
尾
な

ど
が
あ
り
、
以
前
の
三
吉
村
・
小
条
村
が
こ
の
村
に
当
た
り

祇
園
村
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

祇
園
山
（
五
五
〇
ｍ
）
に
は
祇
園
寺
が
あ
っ
て
、
本
尊
は
千
手

観
音
、
現
在
の
本
堂
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
水
谷
勝
宗
の
再

建
に
な
る
も
の
で
、
境
内
の
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
銘
の
石
造

宝
塔
は
県
指
定
の
重
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
名
村
は
西
方
山
間
部
に
あ
っ
て
、
松
山
藩
領
、
家
親
に
は

聖
徳
太
子
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
千
住
寺
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
四
か
村
が
合
併
し
て
「
巨
瀬
村
」
と
な
っ
て
明
治
八
年

〜
二
二
年
（
一
八
七
五
〜
一
八
八
九
）
ま
で
続
き
、
上
房
郡
巨

瀬
村
と
な
っ
て
昭
和
二
九
年
高
梁
市
の
町
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「 
巨  
瀬 
」
と
い
う
地
名

こ 

せ

は
岡
山
県
内
に
美
作
市

「
巨
勢
」、
美
咲
町
の
「 
小 こ

 
瀬 
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

せ①
古
代
豪
族
の
巨
勢
氏

か
ら
き
た 
部  
民 
地
名
②

べ
の 

た
み

 
小  
狭 
と
い
う
地
形
を
意

こ 

せ

味
し
た
地
名
③ 
川  
瀬 
、

こ 

せ

 
川  
迫 
な
ど
の
渓
谷
地
形

こ 

せ

を
意
味
し
、
古
代
・
中

世
の
地
名
と
し
て 
好  
字 

こ
う 

じ

を
地
名
に
あ
て
た
も
の

で
、
西
日
本
に
多
い
地

名
だ
と
い
う
説
で
す
。

②
と
③
が
最
も
ふ
さ
わ

し
い
「
巨
瀬
」
だ
と
思

う
の
で
す
。（
文
・
松
前

俊
洋
さ
ん
）

二
十　

巨　

瀬

　

「
巨
瀬
」
は
現
在
の
高
梁
市
巨
瀬
町
で
、
高
梁
川
の
支
流
、
有

漢
川
の
中
流
域
に
あ
っ
て
、有
漢
川
に
沿
っ
た
小
規
模
の
河
成
段

丘
面
と
吉
備
高
原
を
開
折
す
る 
多  
短  
谷 
が
枝
状
に
見
ら
れ
る

た 

た
ん 

と
く

小
起
伏
の
高
原
地
域
と
で
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
巨
瀬
」
は
平
安
時
代
の
「 
和  
名  
類  
聚  
抄 
」
に
「
賀
夜
郡 
巨  
勢 

わ 

め
ょ
う 

る
い 

じ
ゅ
う 
し
ょ
う 

● 

●

 
郷 
」と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

●

　

中
世
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
史
料
に
「
巨
瀬
」
の
地
名
が
見
え

て
い
ま
す
。

　

中
世
は 
巨  
勢  
荘 
と
い
う
荘
園
で
し
た
。 

東  
鑑 
（
吾
妻
鏡
）

こ 

せ
の 

し
ょ
う 

あ
ず
ま 
か
が
み

寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
六
月
二
二
日
の
条
に
「
高
野 
法  
印 

ほ
う 

い
ん

 
貞  
暁 
の 
遺  
領 
備
中
国 
多  
気  
荘 （
竹
荘
付
近
）、 

巨  
勢  
荘 
を 
西  
園 

さ
だ 

と
き 

い 

り
ょ
う 

た 

け
の 

し
ょ
う 

● 

● 

● 

さ
い 

お
ん

 
寺  
実  
氏 
の
子 
道  
勝 
に
譲
る
」（「
岡
山
県
史
」）と
史
料
に
あ
り

じ 

さ
ね 

う
じ 

み
ち 

か
つ

ま
す
。
後
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
は
「 
寂  
印 
書
状
」

じ
ゃ
く 

い
ん

（「
前
掲
書
」）
に
「 
巨  
勢  
荘 
が
幕
府
よ
り 
仁  
和  
寺 
に
返
還
さ
れ

● 

● 

● 

に
ん 

な 

じ

た
」
と
い
う
記
録
が
あ
っ
て
、
室
町
時
代
に
巨
勢
荘
は
、
仁

和
寺 
門  
跡 
の
領
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
後
に
な
る

も
ん 

せ
き

と
仁
和
寺
領
か
ら 
相  
国  
寺 
領
、
そ
し
て
応
永
一
四
年
（
一
四

し
ょ
う 

こ
く 

じ

〇
七
） 

長  
講  
堂  
御  
影  
堂 
（
開
山
堂
）
領
、
年
貢
米
は
二
〇
石

ち
ょ
う 

こ
う 

ど
う 

み 

え
い 

ど
う

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
矢
掛
の 
洞  
松  
寺 
領
時
代
も
あ
っ

と
う 

し
ょ
う 

じ

た
（「
日
本
荘
園
史
大
辞
典
」）
の
で
す
。

　

南
北
朝
時
代
の
中
頃
に
は
祇
園
寺
も
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
、

 
延  
文 
二
年
（
一
三
五
七
）
五
月
四
日
の
年
紀
の
あ
る 
毘  
沙  
門  
天 

え
ん 

ぶ
ん 

び 

し
ゃ 

も
ん 

て
ん

像
右
足 
柄 
銘
に
「
備
中
国
巨
勢
庄
祇
園
寺
二
天
第
三
度
修
理
」

ほ
ぞ

（「
岡
山
県
古
文
書
集
」）と
書
か
れ
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
吉
備
津
宮 
惣  
解  
文 
」（
前
掲
書
）
に
「
備
中
国 
上  
方 
郡

そ
う 

げ 

ふ
み 

じ
ょ
う 

ぼ
う

巨
勢
郷
狩
人
二
百
人
矢
作 
親  
真 
」
と
あ
っ
て
、
矢
作
親
真
が
狩

ち
か 

ま
さ

人
二
〇
〇
人
を
吉
備
津
宮
に
献
じ
た
こ
と
が
書
か
れ
、
吉
備
津

宮
が
こ
の
地
の
管
理
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で

す
。

　

安
土
桃
山
時
代
に
は
「
備
中
兵
乱
記
」（「
吉
備
群
書
集
成
」）

に「 
古  
瀬 
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。

● 

●

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
「
正
保
郷
帳
」（
一
六
四
五
〜
一
六
四

「巨瀬」遠望

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

幾
十
日
留
守
し
て
帰
れ
ば
花
だ
ん
の
花
ほ
ほ
笑
み
て
迎
え
て
く
れ
る

 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

穴
空
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
な
れ
ど
捨
て
ら
れ
ぬ
青
春
の
匂
い
マ
イ
・
リ
ー
バ
イ
ス

 

井
上　

明
彦
（
備
中
町
平
川
）

　

鈴
蘭
の
清
楚
な
花
は
下
を
向
く
君
影
草
と 
誰 
が
名
付
け
た
か

た

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

逝
き
ま
せ
る
義
弟
の
臥
せ
い
し
枕
辺
の
手
彫
り
し
亀
の
群
れ
の
悲
し
き

　
　
 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　
 
空 

う
つ 
蝉 
の
如
き
我
が
身
を
励
ま
し
て
夫
の
愛
で
い
し
花
に
水
や
る

せ
み

梶
谷　

文
江
（
石
火
矢
町
）

　

サ
ク
サ
ク
と
歯
ざ
わ
り
楽
し
む
一
夜
漬
け
一
人
笑
み
つ
つ
朝
の
食
卓 

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

山
郷
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
代
掻
き
や
田
植
え
多
忙
な
日
猫
の
手
借
り
た
い 

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

裏
山
を
梅
雨
の
晴
れ
間
に
け
た
ゝ
ま
し「 
弟 
来
た
か
」と
兄
ほ
と
ゝ
ぎ
す

お
と
と

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

夫
三
回
忌
足
の
歩
め
る
そ
の
日
ま
で
お
父
さ
ん
の
好
き
な
お
酒
供
え
て

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

人
去
り
て
春
た
け
な
わ
の
山
里
に
静
け
さ
も
ど
り
樹
々
は
芽
生
き
ぬ

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

青
空
に
高
く
お
よ
げ
る
鯉
の
ぼ
り
ひ
孫
の
幸
せ
祈
り
な
が
ら

 

森 

 　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

菊
の
苗
し
か
と
根
付
き
て
春
め
け
り 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

ケ
ン
ケ
ン
と 
雉  
子 
と
び
立
て
足
と
め
る 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

き 

じ

川　

柳

　

葉
付
み
か
ん
届
い
て
故
郷
の 
学  
友 
元
気 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）

と 

も

　

睦
み
合
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
勝
負
な
い 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

よ
み
が
え
る
し
ず
か
に
舞
う
や
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー 

横
田　

早
苗
（
備
中
町
西
山
）

　

良
い
夢
は
い
つ
も
途
中
で
目
が
さ
め
る　

吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

前回の「十八　地 頭」は「十九　地 頭」の誤りでした。


